
■被災建築物応急危険度判定とは

■過去の地震における被災建築物応急危険度判定

京都府建設交通部建築指導課（075-414-5349）

熊本地震（H28）
判定建物 ５７，５７０棟
参加判定士延べ ６，８１９人

大阪府北部地震（H30）
判定建物 ９，４５８棟
参加判定士延べ １，０９１人

建築士のみなさん、あなたの知識や技術力が
地震被災地の方々の「安心安全」に一役！

京都府地震被災建築物応急危険度判定士への
登録・更新をお願いします。



■応急危険度判定士の養成・登録について

■応急危険度判定士とは

詳しくは、京都府建設交通部建築指導課まで
（075-414-5349）kenchiku@pref.kyoto.lg.jp

地震被災地の方々の「安心安全」のために
建築士のみなさんの力が必要です！

応急危険度判定士は、被災地において
地元市町村長または、都道府県知事の
要請により応急危険度判定を行う技術
者です。ボランティアとして協力いた
だける建築技術者を対象に、都道府県
知事が講習会等を実施して認定登録し
ます。

（顔写真）

京都府地震被災建築物応急危険度判定協議会では、平成８年度
から登録判定士1500名を目標に、判定士の養成と登録を行って
います。判定士の登録証は、５年ごとに更新が必要です。緊急
時に連絡がとれるよう最新の情報を登録してください。

【新規登録の手順】

京都府地震被災建築物応急危
険度判定士講習会への申し込み

↓
講習会受講

↓
登録申請（窓口へ）

↓
登録証交付

【登録資格】
次のいずれかに該当する者で、府内に在住又は勤務する者
〇一級建築士、二級建築士または木造建築士、特定建築物調査員
〇その他、同等以上の知識及び能力を有する者として知事が認めた者

【更新の手順】

更新届（窓口へ）
↓

登録証交付

登録・更新様式はこちらから


